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川 村三千 雄先 生:

「カ ン トの宗教 哲学」へ の沈潜 と思索

学長 伊 藤 森右衛門

川村三千雄先 生は,昭 和19年10月 に小樽経済専門学校教授 と して赴任 さ

れ てか ら,小 樽商科大学助教授,そ して 同教授 と して32年 間 にわ たって教

壇に立たれた。先生 ご在任中は 「哲学」お よび 「倫理学」を担 当 され,学 問

研究 の"戸 口"に 立つ若 い学徒に貴重 な道標を与 えて下 さ ったのである。

先生はいつ も 控 目に 終始 され,ご 自分 の思索に 沈潜 されていた よ うであ

る。 先生 の ご業績 を まとめ られた 『カン トの 宗教 哲学』 を 刊行 され る とき

も,固 く辞退 されてお られ,「 序文」に も遠慮が ちなお言葉 を述べ られてい

る。

昨年rカ ン トの宗教 哲学』 を頂戴 した とき一読 させて頂いた。 門外漢の私

に とっては難解であ った ことは もちろんでであ るが,何 よ りもまず先生がひ

たむ きに カン ト哲学 に沈潜 され,思 索 され,そ してご 自分 の ものに しなけれ

ば止 まず とい う学究 の厳 しさに感銘 したのであ る。文字のひ とつ ひ とつに先

生の思 索の深 さがに じみ出ていて,読 む とい うよ りも考え させ られ るのであ

る。 カン ト哲学 のすべてを理解 されて こそ,宗 教哲学 とい う深奥 に到達 され

た ことであろ う。 この ような ご立派 な業績 を世 に出に出す ことに控 目であ ら

れ る先生 には全 く敬服せ ざ るを得 ないのである。 とに角,rカ ン トの宗教 哲

学』 を刊行 した ことは,先 生 の ご意 向にそわ ないに して も,わ れわれに とっ

ては世に誇れ る ものを残 して頂 いた こ とにお礼 を申 し上げねば な らない。

先生は長 い間眼が不 自由で ご令嬢に手を引かれ て教壇に立たれ る姿は痛 々

しいか ぎ りで あ ったが,ひ とたび教壇に立たれ ると,澄 んだ大 きな声で淡 々

と講義を され,聞 くものには眼の不 自由さを忘 れ させたのであ る。先生の こ
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講義は,お 体が不 自由であ るに もかかわ らず,退 官 までつづけ られた ことに

只 々頭の下が る思 いがす る。

先生には 益 々ご自愛下 さって,時 には われわれを ご指導 していただ きた

い 。




